
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡

大
第
６
波
の
中
、
感
染
者
は
激
増

し
て
い
る
も
の
の
、
私
た
ち
に
一

昨
年
ほ
ど
の
強
い
恐
怖
感
や
警
戒

感
が
な
い
の
が
今
年
の
特
徴
だ
。

変
わ
ら
な
い
の
は
飲
食
産
業
の
営

業
へ
の
縛
り
つ
け
だ
け
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
こ
ろ

の
パ
チ
ン
コ
業
界
へ
の
批
判
的
な

声
は
す
っ
か
り
聴
か
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
飲
食
店
、
ど
ん
底
か

ら
は
抜
け
出
し
た
と
言
う

識
者
も
い
る
が
、
現
場
は
日

々
、
厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

中
央
区
内
の
ふ
ぐ
料
理

専
門
店
で
は
、
千
葉
県
の
認

証
を
受
け
た
う
え
で
、
時
短

営
業
を
行
っ
て
い
る
。
売
り

上
げ
は
コ
ロ
ナ
前
の
半
分

程
度
で
経
営
陣
の
給
与
を

減
額
す
る
こ
と
で
、
な
ん
と

か
従
業
員
の
給
与
の
支
払

い
を
確
保
で
き
て
い
る
と

い
う
。
店
主
は
、
客
一
人
当

た
り
の
お
酒
の
売
り
上
げ
が

減
っ
て
い
る
こ
と
が
響
い

て
い
る
が
、
ど
こ
の
飲
食
店

も
同
じ
で
は
な
い
か
と
語

っ
て
い
る
。

一
方
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
し
か

な
い
よ
う
な
小
さ
な
店
で
は
、
時

短
営
業
す
る
く
ら
い
な
ら
休
業
し

て
出
費
を
抑
え
る
ほ
う
が
ま
し
だ

と
い
う
経
営
者
も
多
い
が
、
従
業

員
を
雇
っ
て
い
る
場
合
は
賃
金
の

支
払
い
に
難
儀
し
て
い
る
店
が
多

い
。
小
規
模
飲
食
店
は
コ
ロ
ナ
前

か
ら
日
々
の
売
り
上
げ
で
経
営
し

て
い
る
店
が
多
く
、
充
分
な
経
済

的
余
力
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
か

ら
だ
と
い
う
。
接
待
を
伴
う
飲
食

店
も
厳
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
客

の
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
し
、

緊
急
事
態
宣
言
で
辞
め
た
従
業
員

の
再
雇
用
が
満
足
に
い
か
な
い
ケ

ー
ス
が
続
い
て
お
り
、
売
り
上
げ

減
少
以
外
の
難
題
が
あ
る
か
ら
深

刻
だ
。

大
型
飲
食
店
の
場
合
は
さ
ら
に

困
難
な
場
合
が
あ
る
。
支
援
金
の

制
度
が
少
し
は
改
善
さ
れ
た
と
は

い
え
、
売
り
上
げ
と
支
援
金

の
合
計
が
給
与
や
家
賃
、
光

熱
費
な
ど
の
固
定
経
費
に
届

か
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
あ

る
が
、
チ
ェ
ー
ン
店
は
、
店
独

自
の
判
断
で
休
業
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
場
合
が
多
い

か
ら
だ
。
そ
れ
で
も
本
部
か

ら
充
分
な
支
援
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
苦
し
い
。
結

局
耐
え
切
れ
ず
に
や
む
な
く

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
飲
食

店
は
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
廃
業
し
た
飲

食
店
の
中
に
は
休
業
を
装
っ

て
支
援
金
を
受
け
取
り
続
け

て
い
る
店
が
あ
る
と
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
。
店
舗
を
訪

れ
て
み
る
と
一
見
し
て
休
業

で
は
な
く
廃
業
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
が
、
家
主
に
話
を
聞
く
と
と

う
に
賃
貸
借
契
約
は
解
約
さ
れ
た

と
い
う
か
ら
許
し
が
た
い
。
関
係

者
の
話
に
よ
れ
ば
、
行
政
に
も
そ

こ
ま
で
取
り
締
ま
る
余
力
が
な
い

の
が
一
因
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
で

も
県
の
担
当
者
が
、「
不
正
が
発
覚

し
た
場
合
に
は
厳
し
い
対
応
を
と

る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

◎門戸竜二「今宵あなたと」

ディナー＆新曲発表会

　△ゲスト：黒木じゅん・吉成ゆい△友情出

演：喜多村禄郎・古本新乃輔△開催日：2022

年3月27日(日)受付：17時～△ディナー：17

時30分～△ショー：19時～△料金：お１人

20,000円(コース料理・飲み物・ショー・新

曲ＣＤ含む)△場所：ホテルグリーンタワー

幕張スカイバンケットルーム20階△ご予約

＆問い合わせ先：ホテルグリーンタワー幕

張：℡043-296-1180

◎千葉いのちの電話オンライン公開

講演会　聞かせてください、あなたの声を
～一人で抱えこまないで～

自分ではどうにもならないとき、辛くても

自分の責任だからと声をあげられないあな

た。助けてほしいその思いを話してみませ

んか？その声を聴き寄り添う人がいます。支

え合う道を一緒に探していきたいと考えて

います。

△配信日時：令和4年３月20日 (日)～3月27

日(日）△講師：花崎みさを氏（社会福祉法

人一粒会 理事長 統括施設長△定員：100名

(申し込み先着順)△費用：無料△申し込み

方法：氏名、住所(市町村名)、年齢、電話番

号を記載し、メール申し込みされた方に視

聴情報を返信します。

△送信先：ll-chiba@chiba-inochi.jp（頭の

二文字はエル・エル）△受付期間：3月13日

(日)まで△問合せ先：千葉県いのちの電話

事務局：℡043-222-4416/FAX043-227-6911

◎放送大学千葉学習センター

「未来を見据えた千葉市のまちづくり」
　千葉市では、現在、令和５年度から10年間

のまちづくりの大きな方向性を描く、新し

い「基本計画」の策定に取り組んでいます。

10年後に実現したい本市の姿は、本市の特

性である「豊かな自然」、「利便性とゆとり」、

「多様な交流が生み出す拠点性」などを活か

して新たな価値が生まれるとともに、一人

ひとりが個性を活かし自分らしく活躍する

ことができる「みんなが輝く、都市と自然が

織りなす・千葉市｣です。10年・20年後の未

来を見据えながら、千葉市に関わる皆さん

とともにつくる、みんなでめざす千葉市の

まちづくりをご紹介します。

△講師：神谷俊一(千葉市長)/モデレーター：

中村俊彦（放送大学千葉学習センター客員

教授）△開催日時：2022年3月13日(日)13:30

～（講演＋座談会）△場所：千葉学習センタ

ー（千葉市美浜区若葉2丁目11）＋ZOOMにて

ウェブ配信△定員：対面は60名/ZOOMは200

名△後援：千葉市教育委員会△申し込み先：

ＱＲコードの申し込みフォー

ムから必要事項を記載して送

信△問い合わせ：放送大学千葉

学習センター℡043-298-4367

◎千葉経済大学地域経済博物館

　学芸員課程調査実習成果展

　千葉経済大学学芸員課程では、毎年「調査

実習」を行っています。夏季休業中に2日間

かけて行われ、学芸員資格の取得を目指す

学生たちが学芸員の調査業務を実地体験す

るものです。今年度は千葉市内旧家所蔵の

和書類（当館寄託・吹野家文書）約450点を

整理し一点一点をリスト化する目録作成を

行いました。整理した和書の中には明治～

昭和戦前期に実際に使われた教科書・ノー

ト、雑誌など当時の様子が分かる貴重な史

料が数多くありました。本展示ではこれら

をもとに近代日本を生きた子どもたちの学

びの様相をご紹介したいと思います。

△会期：現在開催中～2022年3月22日(火)

△休館日：日曜日・月曜日・祝日（臨時休館

あり）△開館時間：午前9時～午後4時

◎ギャラリー古島

「大河内泰弘 陶芸展」

3月11日(金)～3月21日(月)※3/17(木)休廊

気に入った器を手にした時の何とも言えな

い心地よさ、あの一瞬はいったい何なので

しょう。たった一つの器が心を豊かにして

くれるそんな出会いを感じながら久し振り

の大河内泰弘氏の作陶展。実用の器、おもて

なしの器、趣味の器、是非、お楽しみ下さい。

△千葉市中央区春日2-25-11古島籐家具店2

階（ＪＲ西千葉駅西友側徒歩1分）

℡043-243-3313/FAX043-241-3041

事
業
復
活
支
援
金
は

2
0
2
1年

11月
～

2

0
2
2年

3月
の
対
象

期
間
に
売
上
が
減
少
し

て
い
る
事
業
者
か
つ
中

堅
・
中
小
・
小
規
模
事

業
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
含
む
個
人
事
業
主
が

対
象
で
、
法
人
は
上
限

最
大
２
５
０
万
、
個
人

事
業
主
は
上
限
最
大

50

万
が
支
給
さ
れ
る
。
協

力
金
を
受
給
し
た
飲
食

店
も
対
象
と
し
て
い

る
。売
上
を
比
べ
る
過
去

の
基
準
期
間
は

2
0
1

8年

11月
～

2
0
1
9

年

3月
、

2
0
1
9年

11月
～

2
0
2
0年

3

月
、

2
0
2
0年

11月

～

2
0
2
1年

3月
の

い
ず
れ
か
。
こ
の
基
準

期
間
と
同
月
（
任
意
）

の

1か
月
の
売
上
高
が

30％
以
上
減
少
し
た
事

業
者
に
支
給
さ
れ
る
。

で
は
、
す
で
に
支
給

さ
れ
て
い
る
給
付
金
、

支
援
金
、
協
力
金
は
売

上
に
含
め
る
の
だ
ろ
う

か
。

2
0
1
8年

11月

～

2
0
2

1年

3月

（
基
準
期
間
）
の
売
上
高

に
は
協
力
金
・
持
続
化

給
付
金
・
補
助
金
等
を

含
め
な
い
こ
と
。
一
方

で
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
い
る

2
0
2
1年

11

月
～

2
0
2
2年

3月

（
対
月
）
の
い
ず
れ
か
の

月
の
売
上
高
に
は
協
力

金
の
み
売
上
に
含
め
る

と
い
う
複
雑
な
計
算
。

飲
食
店
の
場
合
、
今

年
１
月
か
ら
３
月
は
協

力
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
加
算

す
れ
ば

30％
以
上
減
少

と
は
な
ら
な
い
店
も
出

て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
協
力
金
が
な
か
っ

た
昨
年

11月

12月
は
対

象
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
あ
き
ら
め
ず
確

認
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

給
付
額
は
持
続
化
給

付
金
や
月
次
支
援
金
と

は
計
算
方
法
が
異
な
る

た
め
注
意
が
必
要
。
給

付
額
＝
（
基
準
期
間
５

か
月
間
の
売
上
高
の
合

計
）
―
（
売
上
が

30％

以
上
減
少
し
て
い
る
対

象
月
の
売
上
高
×

5）

で
上
限
が
あ
る
。

今
回
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
一
次
支

援
金
や
月
次
支
援
金
と

同
様
に
、
登
録
確
認
機

関
に
よ
る
事
前
確
認
が

必
要
な
こ
と
だ
。
支
援

金
の
不
正
受
給
を
防
止

す
る
た
め
仕
方
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
長

年
真
面
目
に
営
業
を
続

け
て
き
た
事
業
者
か
ら

は
不
満
の
声
も
。
事
前

確
認
は
、
無
料
で
受
け

ら
れ
る
登
録
機
関
の
ほ

か
数
万
円
の

費
用
を
請
求

し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
。
た
だ
し
、

一
時
支
援

金
、
月
次
支
援

金
の
受
給
事

業
者
は
、
事
前

確
認
が
不

要
、
ス
ム
ー
ズ

に
申
請
が
で

き
る
こ
と
は

朗
報
だ
。

申
請
期
間
は

5月

31

日
（
火
）
ま
で
。
電
子
申

請
が
難
し
い
場
合
は
申

請
サ
ポ
ー
ト
会
場
に
て

予
約
制
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
。
千
葉
会

場
は
シ
ン
テ
イ
千
葉
ビ

ル

3階
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ｕ

Ｃ
Ｋ
千
葉
（
千
葉
市
中

央
区
栄
町

35～

14）
。
毎

週
土
曜
・
祝
日
定
休
。
問

合
せ
は
事
業
復
活
支
援

金
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
０
１
２
０
・
７
８
９
・

１
４
０
。

8時

30分
～

19時
（
土
日
祝
含
む
全

日
）
。

　
現
在

74歳
に
な
る
私

の
母
は
、
数
年
前
に
脳

梗
塞
で
倒
れ
、
ほ
と
ん

ど
後
遺
症
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
年
相
応
に

忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
い

ま
す
。
買
っ
た
ば
か
り

の
バ
タ
ー
や
そ
ば
つ
ゆ

な
ど
を
ま
た
購
入
し
、

冷
蔵
庫
の
中
に
同
じ
も

の
が
２
個
、
３
個
並
ん

で
い
た
り
、
祝
日
で
リ

ハ
ビ
リ
が
お
休
み
な
の

を
忘
れ
て
外
で
し
ば
ら

く
待
っ
て
い
た
り
…
。

　
４
年
前
、
父
の
葬
儀

の
と
き
、
母
は
圧
迫
骨

折
の
痛
み
が
ひ
ど
く
、

痛
み
止
め
も
効
か
な
く

な
り
動
く
だ
け
で
激
痛

が
走
る
状
態
で
式
に
出

ま
し
た
。
そ
の
翌
月
に

は
脳
梗
塞
で
半
年
ほ
ど

入
院
。
さ
ら
に
翌
年
は

転
倒
し
て
足
を
骨
折
。

２
か
月
は
ベ
ッ
ド
に
固

定
さ
れ
て
全
く
動
け
な

い
状
態
で
半
年
近
く
入

院
生
活
が
続
き
ま
し

た
。
さ
ぞ
つ
ら
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
が
「
こ
こ

数
年
は
本
当
に
大
変
だ

っ
た
ね
」
と
言
う
と
「
そ

う
だ
っ
た
っ
け
？
も
う

忘
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
母

は
笑
っ
て
い
ま
す
。
反

対
に
数
十
年
前
に
私
と

旅
行
し
た
こ
と
は
よ
く

覚
え
て
い
て
「
尾
瀬
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
奥

入
瀬
も
き
れ
い
だ
っ
た

ね
」
と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

　
つ
ら
い
思
い
出
は
忘

れ
て
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
を
覚
え
て
い
ら
れ

る
の
な
ら
、
年
齢
を
重

ね
て
忘
れ
っ
ぽ
く
な
る

の
も
悪
く
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
　
（
真
）

ゴルフは非日常を楽しめる生涯スポーツ

　千葉市民ゴルフ

場の支配人を務め

る野村康祐さんは

昭和 53年生まれ。

神奈川県大和市出

身。小学1年生から

野球一筋で、大和

リトルシニアでは

全国大会出場経験

を持つ。愛知県の

名鉄学園杜若高等

学校から神奈川大学へ進み硬

式野球を続けるなか、大学4年

生のときに左肘の側副靭帯を

断絶。野球を諦めきれなかった

野村さんは、手術を受けリハビ

リを続けたという。

　その甲斐あって、日本ハムフ

ァイターズの入団テストに合

格、打撃投手として採用され

た。しかし２年ほどで今度は肩

を壊し、野球人生を断念するこ

とに。セカンドキャリアでは、

アスリート専門の人材派遣会

社でコンサルタント業務を経

験。その後、日本ハムファイタ
ーズ時代の先輩から声をかけ

られ、船橋市にある温浴施設の

運営会社に入社、管理職に就き

約14年間勤めた。

　現在の千葉市民ゴルフ場と

の縁も大和リトルシニア関係

者からの紹介だという。千葉市

民ゴルフ場の指定管理者であ

る内山緑地建設㈱が、野村さん

の管理職の経験を評価し支配
人として迎えたのが1年前だっ

た。「自分の人生はすべて野球

でつながっていますね。本当に

ありがたいです」と振り返っ

た。

　ゴルフの経験が浅かった野

村さんは、ルール、マナー、歴

史など一から勉強し、プレーを

再開したところ、
すぐに夢中になっ

たそうだ。

「緑の中で過ごす

時間は非日常の世

界です。プレーの
前の晩からワクワ

クしたり、野球の

試合前のような活

力 が 湧 い て き た

り、ゴルフは本当

におもしろいスポーツだと改

めて実感しました｣。健康的で

年齢関係なく楽しめる生涯ス

ポーツであり、新たなつながり

も生まれるなど、ゴルフの魅力
は語りつくせないほどだとか。

　千葉市民ゴルフ場は開業し

てから14年が経つ。利用者は千

葉市民が約半数、交通の便がよ

く東京方面からの利用者も多

く、最近は女性の利用者も2割

弱まで増えてきた。９ホールな

ので半日あれば楽しめること

から、朝プレーして午後出勤す

る方もいるそうだ。

「ゴルフは難しい」「ゴルフは

高価」というネガティブ要素を

クリアしている千葉市民ゴル

フ場は、誰でも気軽に楽しめる

場所だと野村さんは語る。「レ

ッスンもあり、プレイヤー限定

の無料練習場も併設され、コー

スはフラットが多いので初心

者に最適です。また、片山晋呉

氏監修の絶妙なアクセントで
手ごたえもありますし、グリー

ンは有名なゴルフ場に引けを

取らないと高評価で、ベテラン

の方にもご満足していただけ
ます｣。

　千葉市民ゴルフ場では、今年

5月に市長杯、秋には若葉区長

杯の開催を予定している。

野村 康祐 さん（44）千葉市若葉区在住

千葉市民ゴルフ場 支配人

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
支
援
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
持
続
化
給
付

金
、
一
時
支
援
金
、
月
次
支
援
金
等
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
飲
食
店
の
休
業
・
時
短
要
請
に
対
す
る
協
力
金

は
昨
年

10月
で
い
っ
た
ん
終
わ
っ
た
が
、
感
染
拡
大
が
一
時
的
に
落
ち
着
い
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
す
ぐ
に
客

足
が
戻
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
給
付
金
の
な
い
昨
年

11月

12月
は
特
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る
店
も
多
か

っ
た
。
す
で
に
申
請
が
開
始
し
て
い
る
事
業
復
活
支
援
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
売
上
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
事
業
者
が
対
象
で
、
協
力
金
を
受
給
し
た
飲
食
店
も
対
象
。

2月

21日

時
点
で
約

31万
件
の
申
請
が
あ
り
、
約

14万
件
に
約

9
4
0億

円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

協
力

金
受

給
飲

食
店

も
対

象
事

業
復

活
支

援
金

最大で法人250万円 個人事業主50万円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
期
化
し
た

こ
と
に
よ
る
生
活
の
支
援
の

一
つ
が
臨
時
特
別
給
付
金

だ
。
対
象
と
な
る
の
は
令
和

3年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
で

1世
帯
当
た
り

10万
円

の
現
金
が
支
給
さ
れ
る
。
こ

の
手
続
き
と
な
る
確
認
書

「
千
葉
市
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
関
係

書
類
在
中
」
と
書
か
れ
た
封

書
が
千
葉
市
よ
り
順
次
発
送

さ
れ
て
い
る
。

給
付
金
を
受
給
す
る
に

は
、
確
認
書
の
返
送
が
必
須

の
た
め
、
封
筒
を
受
け
取
っ

た
ら
早
め
に
返
送
す
る
こ

と
。
支
給
対
象
の
親
御
さ
ん

が
一
人
暮
ら
し
な
ら
、
返
送

し
た
か
ど
う
か
、
声
を
か
け

て
あ
げ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

返
送
期
間
は
令
和
４
年
５
月

２
日
（
月
）
消
印
有
効
。

世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度

「
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
」

の
世
帯
は
令
和
３
年

12月

10

日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
る

市
区
町
村
か
ら
確
認
書
が
発

送
さ
れ
る
が
、
令
和
３
年
１

月
以
降
の
収
入
が
減
少
し
住

民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と

な
っ
た
世
帯
に
は
、
確
認
書

は
郵
送
さ
れ
な
い
た
め
申
請

が
必
要
と
の
こ
と
。

　
特
別
給
付
金
の
問
合
せ
は

千
葉
市
非
課
税
世
帯
等
給
付

金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
０
１

２
０
・
２
０
１
・
７
４
５
へ
。

住民税非課税世帯等に１０万円

返
送
を

忘
れ

ず
に

休業や時短営業で懸命な飲食店

悪質店の裏切り、支援金詐取


